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「
も
っ
た
い
な
い
」〝
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
〟

の
再
認
識

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊺
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座

▼
「
も
っ
た
い
な
い
」
か
ら

〝
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
〟

に
「
も
っ
た
い
な
い
」
は
、

私
た
ち
日
本
人
が
い
つ
も
使

う
言
葉
で
も
あ
る
が
、
そ
の

言
葉
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ

て
く
れ
た
の
は
、
ケ
ニ
ヤ
の

マ
ー
タ
イ
さ
ん
だ
っ
た
。
ワ

ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
（
１
９

４
０
／
４
／
１
～
２
０
１
１

／
９
／
25
）
は
、
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
受
賞
者
で
あ
る
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
１
９

７
１
年
に
ナ
イ
ロ
ビ
大
学(

ケ
ニ
ヤ)

で
動
物
学
の
博
士

を
取
得
し
、
１
９
７
７
年
に

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
運
動
を
創

設
し
た
。
農
村
女
性
に
植
林

を
通
じ
た
社
会
参
加
を
呼
び

か
け
、
延
べ
８
万
人
が
参
加

し
、
約
３
０
０
０
万
本
の
植

林
を
行
っ
た
。
植
林
活
動
を

女
性
の
地
位
向
上
や
民
主
化

に
向
け
る
姿
勢
は
、
政
府
の

弾
圧
を
受
け
逮
捕
さ
れ
た

が
、
１
９
９
７
年
に
は
大
統

領
選
に
出
馬
。
２
０
０
２
年

に
国
会
議
員
に
当
選
し
、
環

境
副
大
臣
に
就
任
し
た
。
環

境
保
護
と
民
主
化
へ
の
取
組

み
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
２

０
０
４
年
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。

２
０
１
５
年
２
月
16
日

、

京
都
の
国
際
会
議
場
で
、
京

都
議
定
書
の
発
効
式
が
行
わ

れ
た
。
私
も
会
場
で
の
記
念

行
事
に
参
加
し
た
。
こ
の
発

▼
「
も
っ
た
い
」
vs
「
も
っ

た
い
な
い
」

「
も
っ
た
い
」
は
、
漢
字

で
は
「
勿
体
」
で
「
物
体
」

と
も
書
き
、
物
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
、「
本
体
」
を
意
味

す
る
。「
も
っ
た
い
な
い
」

は
、「
そ
の
物
の
本
来
の
価

値
が
活
か
さ
れ
ず
、
無
駄
に

な
る
の
が
惜
し
い
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。「
物
体
」

は
、
も
と
も
と
仏
教
用
語

で
、「
も
っ
た
い
な
い
」
に

は
、
そ
う
し
た
縁
の
連
鎖
を

断
ち
、
万
物
の
命
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
行
為
を
惜
し

み
、
嘆
く
気
持
ち
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

ん
の
少
女
時
代
、
そ
の
地
域

や
家
庭
環
境
な
ど
が
語
ら

れ
、
や
が
て
高
校
を
卒
業

し
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
エ
ア
リ
フ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ア
メ
リ

カ
の
女
子
修
道
院
の
大
学
に

留
学
。
そ
の
後
、
ピ
ッ
ツ
バ

ー
グ
大
学
で
日
本
ウ
ズ
ラ
の

松
果
体
の
研
究
で
生
物
学
の

修
士
を
取
得
し
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験

が
、
彼
女
の
個
性
や
感
性
を

増
殖
し
た
。
そ
の
後
、
ナ
イ

ロ
ビ
大
学
で
動
物
学
の
研
究

助
手
に
な
り
、
ド
イ
ツ
で
も

研
究
。
１
９
７
１
年
に
ナ
イ

ロ
ビ
大
学
で
、
東
ア
フ
リ
カ

と
中
央
ア
フ
リ
カ
で
最
初
の

女
性
の
博
士
号
を
取
得
し

た
。
こ
の
間
、
結
婚
し
３
人

の
子
供
を
出
産
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
の
教
職
員

と
し
て
、
女
性
の
雇
用
条
件

は
、
男
性
と
は
同
等
で
は
な

い
こ
と
、
そ
れ
に
甘
ん
じ
る

女
性
職
員
も
い
る
こ
と
か

ら
、
性
差
別
解
消
の
運
動
を

始
め
る
。
市
民
組
織
へ
も
参

画
し
、
そ
の
活
動
に
よ
り
、

特
に
、
研
究
テ
ー
マ
と
の
関

係
か
ら
環
境
問
題
へ
の
関
心

が
深
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
農

村
部
と
の
関
わ
り
が
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

環
境
悪
化
の
兆
候
で
あ
る

森
林
伐
採
、
植
生
破
壊
、
持

続
可
能
で
な
い
農
業
、
土
壌

の
流
失
な
ど
の
解
決
と
し

て
、
植
林
に
つ
な
が
っ
た
。

私
生
活
で
は
離
婚
・
大
学
失

職
な
ど
が
重
な
っ
た
時
期
で

も
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
課
題

解
決
手
法
が
、
彼
女
の
好
機

を
生
み
出
し
た
。

こ
の
本
は
、「
試
練
の
時

代
」「
変
化
の
時
代
」「
自
由

へ
の
闘
争
」「
自
由
へ
の
転

機
」「
闘
い
は
続
く
」「
政
治

の
扉
を
開
け
る
」「
立
ち
上
が

り
、
歩
こ
う
」「
希
望
の
大

樹
」
が
後
半
の
章
立
て
で
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
至
る
波

乱
万
丈
を
自
述
し
て
い
る
。

▼
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
再

認
識日

本
の
伝
統
的
な
慣
習
、

日
本
人
の
精
神
を
、
外
国
人

が
着
眼
、
そ
れ
を
契
機
と
し

て
、
日
本
国
内
に
勢
い
（
モ

ー
メ
ン
ト
）
が
生
じ
た
事
例

と
し
て
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
、

島
国
で
あ
る
日
本
人
の
特
質

で
あ
る
と
も
い
え
る
。

筆
者
は
２
０
０
５
年
８

月
、
〝
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｉ
風
車
〟
と
名
付
け
た
垂
直

軸
風
車
を
制
作
し
、
あ
る
学

会
で
展
示
し
た
。
資
源
・
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ

を
表
象
す
る
た
め
の
風
車
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
・
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
の
芯

を
再
利
用
し
、
ケ
ナ
フ
の
複

合
材
を
風
車
の
羽
根
を
構
成

し
た
。
こ
れ
は
、
木
製
風
車

箱
の
よ
う
な
外
観
の
風
車

で
、
毎
日
新
聞
の
紙
上
で
紹

介
さ
れ
た
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
活

動
を
、
生
前
行
っ
て
い
た
。

日
本
で
は
、
３
・
11
を
経
験

し
て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
は
遅
々
と

し
た
歩
み
に
留
ま
っ
て
い

る
。
小
池
知
事
が
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
大
会
と

位
置
付
け
る
意
向
を
示
し
て

い
る
が
、
い
ま
、「
も
っ
た

い
な
い
」
を
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
の
妙
薬
と
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

効
式
で
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は

基
調
講
演
を
行
っ
た
。
当
時

の
環
境
大
臣
は
、
小
池
百
合

子
・
現
東
京
都
知
事
で
あ
っ

た
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
は
、
環
境
部
門
で
の

受
賞
で
あ
り
、
毎
日
新
聞
社

の
招
聘
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
来
日

は
、
２
月
14
日
か
ら
22
日
ま

で
の
９
日
間
で
、
初
日
の
14

日
に
は
、
毎
日
新
聞
社
を
訪

問
し
、
観
堂
編
集
局
長
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
ご

み
の
減
量
化
、
リ
ユ
ー
ス
＝

再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再

利
用
）
運
動
は
、
資
源
の
有

効
利
用
を
す
る
と
い
う
日
本

の
文
化
で
、
価
値
観
で
あ
る

と
、
そ
れ
を
、
世
界
に
広
め

た
い
と
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が

発
言
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と

な
り
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
と
毎

日
新
聞
社
に
よ
る
「
も
っ
た

い
な
い
」
を
〝
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
〟
と
し
て
国
際
語

に
す
る
運
動
が
始
ま
っ
た
。

＝
写
真
中
央

2016年度NEDO「水素社会構築技術開発事業／
水素エネルギーシステム技術開発」委託先一覧

テーマ名と委託先
再エネ利用水素システムの事業モデル構築と大規模実証に係る技術開発

東芝／東北電力／岩谷産業

再エネ出力抑制対応水素製造及び熱化学昇圧と
街区における水素利用マネジメントの技術開発
清水建設／国立研究開発法人産業技術総合研究所／日本重化学工業

再エネ水素と排ガスCO2メタン合成および都市ガスグリ
ッド利用を目指したPower to Gasシステムの研究開発

日本製鋼所／日立造船

稚内エリアにおける協調制御を用いた再エネ電力の最大有効活用技術
日立製作所／北海道電力／一般財団法人エネルギー総合工学研究所

系統を利用した再生可能エネルギー由来水素製造と水素活用モデルの技術開発
NTTファシリティーズ

CO2フリーの水素社会構築を目指したP2Gシステム技術開発
山梨県企業局／東レ／東京電力ホールディングス／東光高岳

ま
さ
に
限
ら
れ
た
資
源
を

無
駄
に
し
な
い
で
、
効
率
的

に
活
か
し
使
う
こ
と
が
「
も

っ
た
い
な
い
」
の
精
神
と
な

り
、
そ
れ
を
文
化
と
す
る
日

本
人
の
気
持
ち
を
、
マ
ー
タ

イ
さ
ん
は
直
観
的
に
感
じ
取

っ
た
の
だ
っ
た
。

▼
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
個
性
・

感
性
の
穣
成

日
本
で
出
会
っ
た
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
、
マ
ー
タ
イ

さ
ん
が
意
味
あ
る
も
の
と
し

て
取
り
上
げ
た
個
性
や
感
性

は
、
自
伝
で
あ
る
『
へ
こ
た

れ
な
い
』（
小
池
百
合
子

訳
、
小
学
館
、
２
０
０
７

年
、
写
真
右
）
を
通
じ
て
納

得
で
き
る
。

イ
ギ
リ
ス
領
の
東
ア
フ
リ

カ
に
生
ま
れ
た
マ
ー
タ
イ
さ

東芝ほか、再生可能エネルギー由来水素の大規模
製造システムを福島に構築へ

都市ガスグリッドでのP2G／市街地での
水素マネジメントなど合計6件採択

こ
の
９
月
、
国
立
研
究
開

発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
公
募
し
た
今
年

度
「
水
素
社
会
構
築
技
術
開

発
事
業
／
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
」
の
採

択
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
で
は
再
エ
ネ
利

用
拡
大
を
視
野
に
、
出
力
変

動
の
あ
る
電
力
を
い
っ
た
ん

水
素
に
変
換
し
て
輸
送
・
貯

蔵
す
る
こ
と
に
よ
り
変
動
吸

収
。
出
力
を
安
定
さ
せ
て
電

力
系
統
全
体
の
安
定
化
に
寄

与
す
る
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発

を
実
施
す
る
。

今
回
採
択
さ
れ
た
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
、
東
芝
・
東
北
電

力
・
岩
谷
産
業
が
共
同
で
参

画
す
る
事
業
で
は
、
２
０
４

０
年
ま
で
の
長
期
目
標
で
県

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
１

０
０
㌫
に
相
当
す
る
再
エ
ネ

産
出
を
目
指
す
福
島
県
内
を

実
証
エ
リ
ア
と
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な

ど
の
再
エ
ネ
を
中
心
と
し

た
電
気
を
活
用
し
て
、
県

内
に
設
置
す
る
水
素
製
造

装
置
で
水
素
を
製
造
す
る

こ
と
に
よ
り
、
電
力
系
統

の
安
定
運
用
に
貢
献
す
る

シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
う
。

設
置
さ
れ
る
水
素
製
造

装
置
は
入
力
さ
れ
る
電
力

が
最
大
１
万
㌗
に
達
す
る

大
型
装
置
で
、
東
芝
に
よ

る
と
こ
れ
は
世
界
最
大
規

模
と
の
こ
と
。
水
素
製
造

量
に
関
し
て
は
、「
年
産

で
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
に
換
算
し
て
１
万

台
を
運
用
で
き
る
」（
関

係
者
）
大
規
模
な
量
が
目

標
と
さ
れ
て
い
る
模
様
だ
。

水
素
製
造
装
置
の
仕
様

に
つ
い
て
も
今
後
検
討
さ

れ
る
。
東
芝
は
水
の
電
気

分
解
装
置
と
し
て
、
ア
ル

カ
リ
水
電
解
式
や
固
体
酸

化
物
形
水
蒸
気
電
解
式

（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
を
開

発
中
だ
。
本
事
業
で
も
そ

の
技
術
的
知
見
が
活
か
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

製
造
し
た
水
素
は
、
水

素
発
電
装
置
に
よ
り
電
力

系
統
の
調
整
力
と
し
て
活

用
す
る
ほ
か
、
液
化
し
東

北
エ
リ
ア
内
外
へ
供
給
す

る
こ
と
を
想
定
す
る
。
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用
シ
ス

テ
ム
、
電
力
系
統
側
制
御

シ
ス
テ
ム
、
液
体
水
素
需

要
予
測
シ
ス
テ
ム
が
協
調

し
た
新
た
な
制
御
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
水
素
製
造
量

と
水
素
発
電
量
、
お
よ
び

水
素
ガ
ス
供
給
量
の
最
適

運
用
が
目
指
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

東
北
電
力
管
内
で
は
、

同
じ
く
再
エ
ネ
最
大
導
入

を
目
指
し
て
メ
ガ
ワ
ッ
ト

級
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
が
導
入
さ
れ
、
下

げ
代
対
策
や
周
波
数
対
策

に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
方

で
水
素
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
と

す
る
こ
と
で
、
バ
ッ
テ
リ

ー
に
は
な
い
季
節
単
位
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
を
視

野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

今
回
、
東
芝
／
東
北
電
力

／
イ
ワ
タ
ニ
の
テ
ー
マ
の
他

に
も
、
再
エ
ネ
水
素
と
排
ガ

ス
Ｃ
Ｏ
２

メ
タ
ン
合
成
お
よ

び
都
市
ガ
ス
グ
リ
ッ
ド
利
用

を
目
指
し
た
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

to

Ｇ
ａ
ｓ
シ
ス
テ
ム
の
研

究
開
発
（
日
本
製
鋼
所
／
日

立
造
船
）、
系
統
を
利
用
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
水
素
製
造
と
水
素
活
用
モ

デ
ル
の
技
術
開
発
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
）、
Ｃ

Ｏ
２
フ
リ
ー
の
水
素
社
会
構

築
を
目
指
し
た
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス

テ
ム
技
術
開
発
（
山
梨
県
企

業
局
／
東
レ
／
東
京
電
力
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
東
光
高

岳
）
な
ど
合
計
６
テ
ー
マ
が

採
択
さ
れ
た
。

開
発
で
は
、
水
素
製
造
装

置
を
備
え
た
貯
蔵
・
輸
送
、

利
活
用
ま
で
を
含
む
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
成

お
よ
び
仕
様
、
事
業
可
能
性

の
調
査
が
行
わ
れ
る
。
結
果

は
２
０
１
７
年
９
月
ま
で
に

ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。
最

終
的
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
と

し
て
定
め
ら
れ
た
２
０
２
０

年
度
で
の
実
現
を
目
指
し
、

検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

2016年度NEDO「水素社会構築技術開発事業」

「再エネ利用水素シス
テムの事業モデル構築
と大規模実証に係る技
術開発」事業イメージ
（提供：東芝）

Ｏ
＆
Ｍ
エ
ナ
ジ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
発
電
量
予
測
表
示

画
面
。
人
工
知
能
が
学
習
し
て
発
電
予
測
を
行
う
◀


